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このタイトルは 2004 年のドコモテクニカルジャーナル（Vol.12,No.2）の巻頭
言で始まった。2004 年当時は 3G（第 3 世代）サービス開始後 3 年で、4G（第
4 世代）に向けたアクションを始めた時期であったが、実際に提供していたデー
タ速度は未だ384kbpsだった。2Mbpsを謳った3Gであったが2Mbpsを超えるのはピーク速度3.6Mbps
の HSDPA 導入の 2006 年を待たねばならなかった。
パート 3 を書いた 2010 年はいわゆる 4G の LTE が始まった年で 75Mbps のデータ速度が提供された。
それが 2018 年にピーク速度が 988Mbps になり、2019 年には 1.288Gbps を予定という勢いで伸びてきた。
5G（第 5 世代）は 20Gbps を目標としている。
2004 年の巻頭言では「1T（テラ）bps もいつかは達成される日が来るかもしれない。」と書いたが、
2010 年のパート 3 で正直に「1Tbps の話は無茶な話でそんなの原理的に不可能という意見をもらうと
思って書いたが今のところそういう意見はもらっていない。」と吐露した。15 年が経過し、これまでは
想定通りかそれ以上にデータ速度が伸び続けてきた。このペースで進めば後 15 年程経った 2030 年代に
は 1Tbps に達する勢いである、が未だに確信は持てない。
ここで一旦関連の話題の 5G の話に移る。









3G の W-CDMA が導入される直前には 2G の GSM の進化版である EDGE が盛り上がり、W-CDMA
は普及しないというような言い方もされた。4G の LTE は 2008 年頃には注目を浴びていたが、2009 年
になると W-CDMA が進化した HSPA の更に進化版の HSPA ＋が再浮上し、LTE は少数派になるとも
言われた。このころ LTE 推進派の私としては、HSPA ＋の標準化を止めたかったが止められなかった。




この法則を 5G に適用すると、2018 年、5G は盛り上がっているが、2019 年には LTE の進化版が再浮
上するはずである。しかし、5G は状況が少し違う。世界的には 2019 年は 5G 本格導入開始の年になり
そうで 4G が再浮上する時間的余裕はなさそうである。
第 2 法則は、偶数世代のみ大成功の法則である。


















4G LTE の時も、100Mbps は必要か？何に使うのか？という疑問で始まったが、今日、多くのユーザ
がそのデータ速度の恩恵を享受している。











第 1 法則は 5G では起きそうにない状況が見えてきた。第 2 法則は、法則を破るための方法があること
を述べた。それは業界を超えたコラボであるが、その活動を通して 5G 開始前にサービス、ユースケー
スを開発しようという努力、つまり第 3 法則を破ろうという多くの努力が世界中で見られる。
そのヒントとして、凡俗第 3 法則（The 3rd law of triviality）がある。これは、世代を代表するサー
ビス・製品はその前の世代で誕生の法則である。日本では、i モードなどモバイルインターネットは
3G、スマートフォンは 4G というように理解されがちであるが、些細に見ると i モードは 2G で始まっ
ており、スマートフォンも 3G, グローバルには 2G から始まっており、普及して代表的になる前の世代
2019.3
3
に生まれ存在していた。つまり、5G で普及するものは既に今日存在している。それを見つけ育てるだ
けで 5G サービスになるというヒントである。
